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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
の
初
頭
に
あ
た
り
村
議
会
を
代
表
し
て
村

民
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

日
頃
は
議
会
活
動
に
対
し
御
支
援
と
叱
咤
激
励
を
賜
わ
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
一
月
に
は
宮
下
前
村
長
の
任
期
満
了
に
伴
い

中
川
新
村
長
の
誕
生
と
共
に
平
成
十
七
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
新
村
長
の
も
と
議
会
と
一
致
協
力
す
る
中
で
村
政

の
諸
課
題
に
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
中
川
村
長
の
公
約
も
順
次
実
現
し
つ
つ

宮
下
前
村
長
よ
り
の
継
続
事
項
等
の
取
り
組
み
も
順
調
に
実
現
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
昨
年
五
月
初
旬
に
は
主
要
地
方
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
の
中
川
村
地
籍
に
於
て
痛

ま
し
い
事
故
が
あ
り
我
々
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
即
、
上
部
関
係
機
関
へ
陳
情
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
村
民
の
皆
様
又
、
村
外
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
も
と
県
当
局

よ
り
ト
ン
ネ
ル
化
の
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
早
速
十
七
年
度
で
地
質
調
査
を
し
、
十
八

年
度
中
に
は
本
工
事
に
着
工
し
、
早
期
に
完
成
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
れ
に

し
て
も
当
路
線
は
本
村
に
と
り
ま
し
て
最
重
要
路
線
で
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
安
全
で

安
心
し
て
通
行
の
で
き
る
道
路
改
良
の
実
現
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
強
力
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
の
村
財
政
も
大
変
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
本
村
に

於
て
も
住
民
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
防
災
等
に
関
わ
る
重
要
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
執
行
者
と
議
会
共
に
全
力
で
取
り

組
み
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
共
、
村
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
が
村
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 

大
鹿
村
議
会
議
長

 

森 

上 　
 

武 

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
十
八

年
の
年
頭
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
暮
れ
よ
り
の
異
常
な
寒
波
は
、
高
齢
者
が
多
い

本
村
で
あ
る
だ
け
に
、大
事
に
及
ば
な
い
よ
う
に
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
国
、
県
そ
れ
ぞ
れ
十
八
年
度
の
予
算
案
は
、
す

で
に
新
聞
等
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
十

七
年
度
よ
り
減
額
予
算
で
あ
り
、
末
端
の
地
方
自
治
体

と
し
て
は
一
段
と
財
政
運
営
が
苦
し
く
な
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
苦
し
い
か
ら
と
言
っ
て
何
も
し
な
い

で
い
る
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
村
の
活
性
化
の
た
め
必
要
な
事
業
は
進
め
、
又
事
業
に

於
て
も
見
直
し
し
な
が
ら
更
に
検
討
を
加
え
て
、
新
年
度
の
予
算
案
の
編
成
に
あ
た
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
今
年
は
、
い
よ
い
よ
日
本
で
最
も
美
し
い
村
と
し
て
動
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
は
昨
年
各
自
治
会
懇
談
会
で
も
お
話
し
た
と
お
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
協
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
多
額
な
金
を
か
け
施
設
を
作
る
と
か
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
村
内
に
ゴ
ミ
の
な
い
環
境
、
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
き
乱
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
、
現
在
で
も
国
道
一
五
二
号
線
鹿
塩
向
田
、
大
河
原
大
鹿
砕
石
前
、
県
道
赤
石
岳

公
園
線
上
蔵
福
徳
寺
前
、県
道
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
四
徳
大
橋
の
前
後
等
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
る
方
々
又
空
き
カ
ン
拾
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
、
い
ず

れ
も
尊
い
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
こ
う
し
た
自
主
的
な
行
動
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代

に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

美
し
い
村
と
も
な
れ
ば
必
ず
人
は
来
ま
す
。
人
が
多
勢
入
れ
ば
必
ず
何
等
か
の
消
費
が

生
ま
れ
ま
す
。
多
く
の
入
込
客
が
あ
れ
ば
あ
る
程
、
農
産
物
等
こ
れ
に
結
び
つ
け
て
買
っ

て
も
ら
う
。
ぜ
ひ
、
こ
ん
な
方
向
に
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
飯
島
町
在
住
の
後
藤
俊
夫
監
督
に
よ
る
長
編
ド
ラ
マ
映
画
、
仮
題
「
村
歌
舞
伎

一
代
」
の
撮
影
も
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
又
、
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
も
十
八
年
度
中
に
着
工
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　

何
れ
に
せ
よ
、
こ
の
地
域
は
こ
の
地
域
の
人
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
わ
り

に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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3 議 会 だ よ り

報
告
第
一
号　

一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
に
つ
い
て

報
告
第
二
号　

平
成
十
七
年
度
定

期
監
査
報
告
に
つ
い
て

報　
　

告

一
般
質
問

平
成　

年　

月 　
　
　
　
　

１７

12

大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

付
議
事
件

発　
　

議

を
し
な
が
ら
振
興
を
図
っ
て
い
き

た
い
。「
美
し
い
村
連
合
」
の
加

盟
に
よ
り
農
林
商
共
に
盛
ん
に
な

る
よ
う
官
民
共
同
の
努
力
が
必
要

と
考
え
る
。

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
本
村
に
お
け
る
景
観
形
成
と
電

線
地
中
化
に
つ
い
て

（
村
長
）
中
部
電
力
に
は
計
画
は

無
い
よ
う
だ
。
村
と
し
て
も
財
政

上
困
難
な
も
の
で
あ
る
。

＊
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
食
費

負
担
軽
減
に
つ
い
て

（
村
長
）
増
え
る
分
の
半
分
く
ら

い
を
社
協
が
負
担
し
、
村
が
補
助

し
た
い
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
食

費
は
国
の
基
準
に
合
わ
せ
る
よ
う

に
し
た
い
。
し
か
し
長
期
的
に
は

無
理
だ
と
思
う
。

「
矢
澤　

正
議
員
」

＊
大
鹿
歌
舞
伎
に
つ
い
て

（
村
長
）
歌
舞
伎
は
大
鹿
の
顔
で

あ
り
、
保
存
伝
承
は
村
民
の
責
務

と
思
う
。
入
場
料
な
ど
の
件
は
、

検
討
を
進
め
た
い
。
市
場
神
社
の

テ
ン
ト
に
つ
い
て
他
へ
の
利
用
は

難
し
い
と
思
う
。

「
大
島　

伍
一
議
員
」

＊
大
鹿
村
の
振
興
策
に
つ
い
て

（
村
長
）「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

に
つ
い
て
多
く
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
い
、
人
が
大
勢
来
て
貰
う
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
何
事
も
論
よ

り
実
行
を
。

議
案
第
一
号　

平
成
十
七
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
五

号
）に
つ
い
て

議
案
第
二
号　

平
成
十
七
年
度
大

鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
三
号　

平
成
十
七
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

長
野
県
市
町
村
自

治
振
興
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村

数
の
増
減
に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

南
信
地
域
町
村
交

通
災
害
共
済
事
務
組
合
を
組
織
す

る
町
村
数
の
減
少
及
び
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
六
号　

南
信
地
域
町
村
交

通
災
害
共
済
事
務
組
合
の
事
務
所

の
移
転
及
び
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
七
号　

南
信
州
広
域
連
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の

減
少
及
び
南
信
州
広
域
連
合
が
処

理
す
る
事
務
の
変
更
並
び
に
南
信

州
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て議
案
第
八
号　

下
伊
那
郡
町
村
公

平
委
員
会
組
合
を
組
織
す
る
地
方

公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
下
伊
那

郡
町
村
公
平
委
員
会
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
九
号　

下
伊
那
自
治
セ
ン

タ
ー
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数

の
減
少
及
び
下
伊
那
自
治
セ
ン

タ
ー
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
十
号　

下
伊
那
自
治
セ
ン

タ
ー
組
合
か
ら
の
浪
合
村
の
脱
退

に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号　

下
伊
那
郡
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
を
組
織
す
る

町
村
数
の
減
少
及
び
下
伊
那
郡
土

木
技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号　

下
伊
那
郡
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
か
ら
の
浪
合

村
の
脱
退
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ

い
て

議
案
第
十
三
号　

大
鹿
村
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
に
つ
い

て議
案
第
十
四
号　

大
鹿
村
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
に
つ
い
て 

（
別
掲
）

議
案
第
十
五
号　

教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

に
つ
い
て 

（
別
掲
）

陳　
　

情

○
村
道
管
理
に
関
す
る
陳
情
書

 

（
採
択
）

○
看
護
職
員
の
大
幅
増
員
を
求
め

る
陳
情
書 

（
継
続
審
査
）

○
患
者
･
国
民
負
担
増
の
中
止
と

「
保
険
で
安
心
し
て
か
か
れ
る
医
療
」

を
求
め
る
陳
情
書 

（
採
択
）

○
公
共
事
業
を
防
災
･
生
活
関
連

に
転
換
し
、
国
土
交
通
省
の
事
務

発
議
第
一
号　

地
域
中
核
病
院
の

医
師
確
保
対
策
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
二
号　

地
域
中
核
病
院
の

産
婦
人
科
医
師
確
保
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
三
号　

患
者
･
国
民
負
担

増
の
中
止
と
「
保
険
で
安
心
し
て

か
か
れ
る
医
療
」
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

発
議
第
四
号　

高
校
改
革
プ
ラ
ン

実
施
計
画
策
定
を
先
延
ば
し
し
、

県
民
合
意
の
高
校
改
革
を
す
す
め

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　

十
二
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
十
二
月
八
日
か
ら
十
五
日

ま
で
、
八
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
二
件
、

付
議
事
件
十
五
件
、
議
員
発
議
四
件
、
陳
情
六
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
陳
情
は
四
件

が
採
択
さ
れ
、
議
員
発
議
四
件
は
可
決
さ
れ
て
、
上
局
に
意

見
書
の
提
出
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
は
、
四
人

の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

所
の
執
行
体
制
等
の
拡
充
を
求
め

る
陳
情
書 

（
資
料
配
布
）

○
地
す
べ
り
対
策
に
関
す
る
陳
情

 

（
採
択
）

○
「
高
校
改
革
プ
ラ
ン
実
施
計
画

策
定
を
先
延
ば
し
し
、
県
民
合
意

の
高
校
改
革
を
す
す
め
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
書 

（
採
択
）

「
松
下　

隆
夫
議
員
」

＊
平
成
十
八
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
い
て

（
村
長
）　

国
の
予
算
が
厳
し
い
と

聞
い
て
き
た
、
村
の
総
合
振
興
計

画
な
ど
を
基
本
と
し
て
、
見
直
し
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長
野
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

長
野
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

大
鹿
村
長
と
し
て
長
年
の
功
績
に
よ
り
、

前
村
長
の
宮
下
寛
夫
さ
ん
が
長
野
県
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
下
さ
ん
は
、
村
職
員
と
し
て
三
十
二

年
間
、
村
長
と
し
て
平
成
五
年
一
月
か
ら

平
成
十
七
年
一
月
ま
で
の
十
二
年
間
に
わ

た
り
努
め
ら
れ
、
村
の
産
業
・
教
育
・
福

祉
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

去
る
、
十
二
月
三
日（
土
）に
長
野
市
に

お
い
て
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｏ
」
の
最
終
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、
大

鹿
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
最
終
審
査
会
に
は
、
県
下
各
市
町

村
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
九
十
六
作
品
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
、
三
十
四
作
品
の
制
作
関

係
者
が
集
ま
り
、
Ｃ
Ｍ
紹
介
と
併
せ
地
元

市
町
村
の
良
さ
を
独
自
の
手
法
で
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

大
鹿
村
は
、「
大
鹿
歌
舞
伎
」を
題
材
に
Ｃ

Ｍ
を
作
成
。
大
鹿
歌
舞
伎
の
保
存
・
伝
承

に
村
民
皆
で
取
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を

中
心
に
、
村
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

大
鹿
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
に
あ
た
り
、
大
鹿

歌
舞
伎
保
存
会
の
方
々
や
大
鹿
中
学
校
歌

舞
伎
班
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

結
果
、村
民
の
皆
様
の
歌
舞
伎
へ
の

取
り
組
み
と
、Ｃ
Ｍ
制
作
へ
の
取
組
み

が
評
価
さ
れ
、『
八
十
二
銀
行
賞
』
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
作
成
及
び
最
終
審
査
会
参
加
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、大
鹿

村
の
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
は
、今

月
中
旬
以
降
、

年
内
五
十
回

放
映（
放
映
時

間
は
未
定
）さ

れ
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま

す
。

宮下寛夫さん

救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急患患患患患患患患患患患患患患患患患患患患者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリでででででででででででででででででででで搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬搬送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送救急患者ヘリで搬送
　大鹿村診療所と飯田広域消防高森消防署などで１２月１５日に大鹿ヘリポートを使用し救急患者の搬送訓練が行なわれました。

　想定は、佐久市の佐久総合病院にあるドクターヘリ（医師が同乗したヘリコプター）が、大鹿村に出動し、村内の患者を飯田市

立病院へ搬送するというものでした。

　ドクターヘリは平成１７年７月より運航が始まり、佐久総合病院を基地に県内の要請に応え出動していました。これまで航続距

離に問題がありましたが、飯田市立病院に燃料を備えることで解決したため、南信にも飛来できる運びとなり、今後、大鹿村に

とっては、防災ヘリ「アルプス」と並び救急医療により一層期待の高まる事となりました。

　ヘリコプターの離着陸時にはかなりの風圧があり、大変危険です。　ヘリ

コプター離着陸時には、ヘリポートの南北に設置された「注意信号」が点滅

しますので、必ず迂回してください。

����　お　願　い　����

 新落合橋脇に設置された「注意信号」

　普段は点滅していません。

ヘリコプターが接近すると、点滅します。

　車両が通行している場合は、ヘリコプターが離着陸できないことが
ありますので、ご協力をおねがいします。
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　税制改正により、平成１７年分から、村県民税や所得税の計算・控除額等が変わります。　２月からの申告に備え

ご参照ください。

○対象：６５歳以上の方
●老年者控除の廃止
　平成１７年分から、これまで６５歳以上の方が受けていた老年者控除が廃止されます。

　（※控除額　所得税：５０万円　村県民税：４８万円）

●村県民税　非課税規定の廃止
　年間合計所得が１２５万円以上の老年者（６５歳以上）に適用されていた村県民税非課税規定が廃止されます。た

だし、経過措置として平成１７年１月１日現在６５歳以上で前年の合計所得が１２５万円以下の方は、平成１７年分は

税額の１／３、１８年分は２／３の課税となります。（障害者、寡婦、未成年者の方で合計所得１２５万円以下に該

当する場合は引き続き非課税規定が適用されます）

●公的年金控除の変更
　平成１７年分から年金収入に対しての所得の計算（控除額）が下表のとおり変更となります。（※６５歳未満の方は

変更ありません）

※所得計算で３８万円を超える方は、扶養控除の対象になりません。

２８万円を超える方は、村県民税が課税されます。（非課税規定に該当する場合を除く）

○対象：全年齢
●村県民税　均等割　非課税基準の廃止
　村県民税の納税義務者のある夫と生計を一にする妻に対する均等割（４,０００円）の非課税基準が廃止になり、夫

妻に限らず所得が２８万円以上ある方には村県民税均等割が課税されます。

　給与収入のみの方は収入が９３万円を超える場合に課税となります。（障害者、寡婦、寡夫、未成年者、扶養

控除の人数等の非課税規定に該当しない場合）

●定率控除の引き下げ
　平成１７年分より定率控除が所得割の１５％（４万円限度）→７.５％（２万円限度）へと引き下げられます。所得税に

ついては１８年分より２０％（２５万円限度）→１０％（１２.５万円限度）へと引き下げられます。

○注意すべきポイント
●扶養控除の基準に注意
　年金の控除額が変わるため、扶養控除の対象となっていた方については注意が必要です。収入が公的年金の

みで６５歳以上の方は、年間１５８万円を超えると他の親族の扶養となることができません。扶養されている方の

年末調整や申告の際はご注意ください。

●所得額や税額等を基準とした制度への影響
　税以外でも、所得額や税額等を基準としている制度や施策について、今回の改正の影響を受けることがあり

ます。

●申告が必要になる方が増えます
　６５歳以上の課税対象者が増えるため、公的年金から所得税が源泉徴収される事例が増加します。

　源泉徴収税の清算などのため、申告が必要になりますので、公的年金の源泉徴収票、生命保険料、損害保険

料の証明等を申告まで保管してください。

　１年間の年金収入金額が１４８万円を超える方は申告をしましょう。

所 得 計 算 式年　金　収　入

収入額－140万円０～260万円未満

収入額×75％－　75万円260万円以上～460万円未満

収入額×85％－121万円460万円以上～820万円未満

収入額×95％－203万円820万円以上

所 得 計 算 式年　金　収　入

収入額－120万円０～330万円未満

収入額×75％－　37.5万円330万円以上～410万円未満

収入額×85％－　78.5万円410万円以上～770万円未満

収入額×95％－155.5万円770万円以上

改　

正　

前

改　

正　

後

�
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�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
確定申告確定申告と納税相談納税相談のお知らせ

＊忘れずに期限内に申告をお済ませください。

◎平成１８年１月１日現在、大鹿村に居住する方で次に該当する方は、大鹿村に村県民税の申告書を提出してくださ

い

　○平成１７年中に所得があった方

　○給与所得者で

　　・給与所得以外の所得が２０万円以下の方

　　・２ヶ所以上から給与の支払を受けた方

　　・平成１７年中に退職し、その後就職していない方や、アルバイト、パートなどで勤務先から役場に給与支払報

告書の提出がない方

　大鹿村の納税相談は２月１６日（木）～３月１５日（水）までを予定しています。（＊次頁の大鹿村納税相談日程表をご

覧下さい）

　大鹿村では、本年の申告相談よりパソコン（申告相談システム）を使った受付となります。従来の手作業と比較し

て申告内容が機械的にチェックされるため計算誤りや転記誤りが無くなり、税額計算までおこなわれた結果で確定

申告書または住民税申告書を打ち出します。

◎次の方は、税務署に「所得税の確定申告書」を提出してください

　○税務署から確定申告書が送付されている方

　○給与所得以外の所得が２０万円を超える方

　○営業所得、譲渡所得、山林所得のあった方

　○雑損控除、医療費控除や住宅借入金等特別控除などで所得税の還付を受ける方

　○上記のほか、特に相談を希望される方は、直接飯田税務署においてご相談下さるようお願いします

※上記に該当する方は、大鹿村の申告相談会場にお越しいただいても税務署での申告相談をお勧めする場合があり

ます。

●税務署に所得税の確定申告が必要な方

���������������������������������������������������������������������������������������������������申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税がががががががががががががががががががががががががががががががが遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅遅れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるとととととととととととととととととととととととととととととととと告、納税が遅れると���������������������������������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������
�������������������������������������������������������

＊飯田税務署での申告相談日は下記のとおりです

平成17年分所得税の確定申告：平成18年２月16日(木)～３月15日(水)
平成17年分譲与税の申告　　：平成18年２月１日(水)～３月15日(水)

※ただし、土･日曜日は閉庁となります。
※所得税の還付申告の方は、１月から提出することができます。

飯田税務署（飯田市高羽町６丁目１番５号　�22－1165）

　期限内に申告や納税をしなかったり、間違った申告をしますと、後から不足の税を納め
るばかりでなく、加算金や延滞金を納めることになります。
＊なお、配布された村民税・県民税の申告書は所得税に関係のない方でも必ず提出してい
ただきますようお願いします。

平成17年分の所得税の申告と納税は3月15日(水)までです。

●大鹿村に村県民税の申告が必要な方
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●納税相談に必要なものは次のとおりです

○村・県民税申告書（事前に配布された申告書）

○印鑑

○農業所得のある人は「平成１７年分の農業所得の収入金報告書」など作付面積、収入金などのわかる書類

○営業や不動産所得のある人は、収入、支出のわかる書類

○給与所得者、公的年金受給者は、源泉徴収票または支払証明書

○各種控除証明書、領収書

　（生命保険料、損害保険料、国民健康保険税、国民年金・農業者年金などの保険料、介護保険料、医療費、介

護負担金、寄付金）その他控除に必要な書類

○障害者控除を受ける人は、障害者手帳、その他必要な証明

※必要であるか不明な場合はすべてご持参ください。

大鹿村納税相談日程表（予定）
■受付時間　　午前9：00～午後4：00

■日　　程　　下表のとおり（土･日を除く）

自 　治 　会 　割 　当
会　　　　場期　　日

午　　後午　　前

落　　　合大鹿村役場　2階研修会議室木16

2　
　
　

月

＊予　備　日〃　金17

土18

日19

下 市 場 一大鹿村交流センター月20

下 市 場 二〃火21

上　市　場〃水22

上　　　蔵〃木23

沢　　　戸釜沢･清水〃金24

土25

日26

中　　　尾上青木・深ヶ沢大鹿村交流センター月27

文満・文満団地〃火28

＊指定日に都合のつかない方下　青　木〃水1

3　
　
　

月

＊予　備　日大鹿村役場　2階研修会議室木2

沢井・入沢井梨　　　原公民館 鹿塩地区館金3

土4

日5

＊指定日に都合のつかない方大　　　栗公民館 鹿塩地区館月6

塩　　　河〃火7

中　　　峰〃水8

塩　　　原北入一・二〃木9

＊指定日に都合のつかない方河合・南山〃金10

土11

日12

青色申告者大鹿村役場　2階研修会議室月13

＊ 予 備 日〃火14

〃〃水15

　＊指定日以外の場合はお待ちいただくことがあります。
　＊都合により会場を変更することがあります。
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　平成18年4月から介護保険制度が改正となります。

○既に、17年10月からは、施設サービス利用の利用者負担が見直されています。

対象となるサービス 
介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、短期入所サービスでは…… 

通所介護（デイサービス）、通所リハビリテーション（デイケア）では…… 

平成17年 
9月まで 

介護サービス 
費用の1割 日常生活費 食費の一部 

平成17年 
10月から 

介護サービス 
費用の1割 日常生活費 食費の全額 

平成17年 
9月まで 

介護サービス 
費用の1割 日常生活費 食費の一部 

平成17年 
10月から 

介護サービス 
費用の1割 日常生活費 食費の全額 

居住費（滞在費） 
の全額 

大鹿村デイサービスでの食費（自己負担額）は

　通所：１食　590円　　　ショートステイ：１日　1,380円　です。
＊ショートステイについては、所得に応じて軽減される場合があります。

＊上記費用は平成18年3月末までです。4月以降は検討中です。

○18年4月からの主な改正内容

　65歳以上（１号被保険者）の方の保険料段階が見直されます

　　所得が低い人の負担能力によりきめ細かく対応できるよう、保険料段階の見直しが行われました。

　現在の5段階が6段階になります。

　　平成18年度～20年度までの保険料基準額は現在算定中です。

○介護予防事業がはじまります

　元気な方が、要支援や要介護に、要支援の方が、要介護にならないために、大鹿村で元気に過ごせることを目標に、

介護予防に関する事業と、さまざまな相談・支援を行う、支援事業及び、地域によるさまざまな事業がはじまりま

す。

　現在実施されている福祉サービス（ひまわり会、ヘルパー派遣）をそのまま移行する予定ですが詳細は検討中です。

又、国や県の事業方針により、変更の可能性があります。

従来の保険料段階

生活保護受給者等第1段階

市町村民税世帯非課税第2段階

市町村民税本人非課税第3段階

市町村民税本人課税（本人の
合計所得金額が一定額未満）第4段階

市町村民税本人課税（本人の
合計所得金額が一定額以上）第5段階

保険料額新しい保険料段階

基準額×0.5生活保護受給者等第1段階

基準額×0.5市町村民税世帯非課税かつ、高齢者本人の年金収入
が80万円以下であって、年金以外に収入がない者第2段階

基準額×0.75市町村民税世帯非課税であって、
第2段階に該当しない者第3段階

基準額市町村民税本人非課税第4段階

基準額×1.25市町村民税本人課税
（本人の合計所得金額が200万円未満）第5段階

基準額×1.5市町村民税本人課税
（本人の合計所得金額が200万円以上）第6段階

�
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国
道
一
五
二
号　

改
良
事
業
説
明
会

　

飯
田
建
設
事
務
所
に
よ
る
国
道

一
五
二
号
改
良
事
業
説
明
会
が
平

成
十
七
年
十
二
月
六
日
大
鹿
村
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
現
在

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
改
良
事

業
（
小
塩
〜
由
井
神
工
区
）
の
見

直
し
に
よ
り
、
下
市
場
地
区
約
四

〇
〇
ｍ
の
拡
幅
工
事
が
実
施
さ
れ

な
い
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

集
ま
っ
た
村
民
と
懇
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
の
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、

公
共
事
業
の
不
透
明
な
進
め
方
や

経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
る
基
準
の

見
直
し
に
よ
り
、
県
に
お
い
て
委

嘱
す
る「
公
共
事
業
監
視
委
員
会
」

の
意
見
を
聞
い
て
事
業
が
進
め
ら

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

長
期
間
か
か
っ
て
い
る
工
事
や
事

業
費
が
大
き
い
工
事
が
再
評
価
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
一
五
二
号
小
塩
〜
由
井
神

工
区
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二

年
度
の
着
工
以
来
平
成
十
七
年
度

ま
で
二
十
八
年
間
工
事
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
平

成
十
五
年
度
の
監
視
委
員
会
か
ら

工
事
の
見
直
し
が
答
申
さ
れ
、
こ

の
事
業
で
の
下
市
場
地
区
の
改
良

が
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。

大
鹿
小
学
校　

初
め
て
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

冬
の
晴
天
に
恵
ま
れ
た
、
十
二

月
八
日
の
朝
、
小
学
校
で
は
「
子

供
た
ち
の
体
力
増
進
を
図
ろ
う
」

と
い
う
願
い
の
元
、
マ
ラ
ソ
ン
月

間
中
の
行
事
と
し
て
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
（
持
久
力
大
会
）
が
開
か
れ

ま
し
た
。
高
学
年
は
二
�
、
低
学

年
は
一
・
五
�
の
コ
ー
ス
を
走
り
ま

し
た
。

　

数
日
前
の
雪
の
せ
い
で
、
コ
ー

ス
の
一
部
で
は
、
か
な
り
滑
り
や

す
い
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先

生
方
の
ご
努
力
も
あ
っ
て
、
子
供

た
ち
が
走
る
頃
ま
で
に
は
安
全
な

道
が
整
備
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
、
低
学
年
で
は
走
っ

た
子
供
の
す
べ
て
の
記
録
が
七
分

台
、
ま
た
高
学
年
の
走
り
も
、
沿

道
で
応
援
し
て
い
た
保
護
者
の
方

か
ら
「
私
の
短
距
離
走
よ
り
早
い

走
り
！
」
と
い
う
驚
き
の
声
が
あ

が
る
ほ
ど
、み
ん
な
力
走
で
し
た
。

多
く
の
子
供
が
、
数
日
前
に
行
っ

た
試
走
会
の
自
己
記
録
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
走

り
終
え
た
後
の
子
供
た
ち
の
顔
は
、

　

懇
談
会
で
は
下
市
場
地
区
は
道

路
幅
員
が
狭
く
大
型
車
の
す
れ
違

い
が
で
き
な
い
こ
と
、
歩
道
の
段

差
が
あ
り
高
齢
者
や
電
動
車
が
通

行
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
交
通
の

危
険
や
他
の
地
域
と
比
べ
て
改
良

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
等
切
実
な
意

見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
建
設
事
務
所
と
し
て
は
、

当
面
下
市
場
地
区
の
歩
道
の
切
り

下
げ
に
よ
る
安
全
な
道
路
整
備
を

計
画
し
て
い
く
こ
と
。
中
・
長
期

的
な
計
画
と
し
て
下
市
場
地
区
や

青
木
方
面
の
改
良
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
大
鹿
村
住
民

へ
の
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し

た
。

と
て
も
さ
わ
や
か
に
輝
い
て
い
ま

し
た
。

＊教育委員長に池田泰登さん、教育委員に丸山　稔さんが選ばれました。

　前大鹿村教育委員長の松浦宇多恵さんが、12月31に任期満了となって退任され、西の丸山　稔さんが12月議

会において同意され、新たに教育委員としてご活躍いただけることになりました。任期は、平成18年１月１日

から平成21年12月31日までとなっています。また１月５日に行われた教育委員会において互選により池田泰登

さんが教育委員長、上島　巌さんが教育委員長職務代理として選任されました。

＊大鹿村の選挙管理委員が選任されました。

　任期満了により、12月議会において大鹿村選挙管理委員会委員及び同補充員が改選されました。

　選挙管理委員には、大久保智夫さん、竹下徳次さんが再任、窪田千古さん、漆原　昇さんが新しく選出され

ました。

　今回古瀬　宏さんは平成元年から４期16年、菅沼信夫さんは平成５年から３期12年それぞれお勤めいただき

ましたが、この度退任されました。大変ご苦労様でした。

　今議会では選挙管理委員会委員補充員に、松梶千古さん、野牧　勲さん、池田まゆみさん、 瀬祐二さんが

選出されました。

　任期は、共に平成17年12月27日から平成21年12月26日の４年間です。

村の人事についてお知らせします
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　日頃は、消防団活動に対しまして、深

いご理解とご協力を賜り、誠にありがと

うございます。

　大鹿村消防団は、永い歴史と伝統に培

われております。団員は郷土を愛し村民

の生命・身体・財産を守るため、自身に

仕事を持ちながら、消防団活動に従事し

ています。

　ニュースを見ても震災などに対し局地

的・機動的に活動できる消防団の重要性

を耳にします。また、当村において、山

　消防団員は、本業を持ちながら火災をはじめ風水害などの防災活動に従事するほか、地域に密着した予防・

広報・啓発活動を行い、地域の安全と安心を守る重要な役割を果たしています。また、直近の高森消防署から

落合まで３０分程の時間がかかり、応援の手が届くまでの間は、ひとりでも多くの団員の力を必要とします。　

消防団では、「自分たちの村は自分たちで守る」を胸に、平成18年度の消防団員を募集しています。地域防災

の大きな力となる皆さんを消防団員がお誘いに伺います。夜間ソフトボールやナイター野球を楽しむような気

持ちで是非ご入団くださいますようお願いいたします。村の仲間が心からお待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　大鹿村消防団本部　
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　39－2001　

大鹿村消防団

団長　松尾　勲

 

退
団
報
償
・
感
謝
状

　
　

消
防
庁
長
官
報
償

 

森
下　
　

隆

　
　

飯
伊
消
防
協
会
感
謝
状

 

森
下　
　

隆

　
　

大
鹿
村
消
防
団
感
謝
状

 

森
下　
　

隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

団
員
表
彰

長
野
県
消
防
協
会

　
　

功
労
章 

筒
井　

健
一

　
　

精
績
章 

山
口　

直
人

　
　

技
術
章 

板
山　
　

浩

　
　

精
勤
章 

田
中　

康
啓

　
　
　

〃　
 

北
島　

泰
治

　
　
　

〃　
 

田
中　
　

靖

飯
伊
消
防
協
会

　
　

功
績
章 

多
田　
　

聡

　
　

功
労
章 

中
村　

章
映

　
　
　

〃　
 

多
田　

一
郎

竜
東
地
区
班

　
　

功
績
章 

下
原　

孝
生

　
　
　

〃　
 

塩
澤　

英
明

消
防
表
彰
者
一
覧

林火災が発生すれば重大な損害を受ける

ことは必至であり、それこそ村中を挙げ

て防御に向かわなくてはならず消防の任

務はますます重要と考えております。

　消防団は、「自分たちの村は自分たちで

守る」の精神を基に生涯を通した地域の

仲間との出会いや結びつきも培われると

考えます。

　安全で住みよい村づくりのために、私

たちと一緒に活動しませんか。是非皆さ

んの力をお貸しください。
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『
経
木
』
と
い
っ
て
も
、
三
十
代
く
ら

い
の
人
に
は
も
う
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
木
を
紙
の
よ
う
に
薄
く
削
っ
た

包
装
材
の
こ
と
だ
。
肉
や
魚
や
惣
菜
が
店

頭
で
量
り
売
り
さ
れ
て
い
た
頃
に
は
、
包

装
材
は
経
木
と
新
聞
紙
が
主
流
だ
っ
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
る
。
今
で
も
た
ま
に
は

納
豆
を
包
む
の
に
使
わ
れ
て
い
る
の
を
、ス
ー

パ
ー
の
棚
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。

　

大
阪
で
こ
だ
わ
り
の
肉
屋
を
営
ん
で
い

る
知
人
が
、「
僕
の
と
こ
ろ
で
は
、
肉
の

包
装
に
経
木
を
使
っ
て
い
ま
す
。」
と
話

し
始
め
た
。
こ
の
経
木
、
吸
湿
性
・
通
気

性
が
よ
く
、
殺
菌
作
用
も
あ
る
の
で
、
食

品
の
腐
敗
防
止
、
鮮
度
保
持
に
優
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
松
経
木
に
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
ソ
ー
ダ

が
含
ま
れ
て
い
て
、
食
味
を
良
く
す
る
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
「
ス
グ
レ

モ
ノ
」
な
の
で
あ
る
。

　

「
と
こ
ろ
で
、
こ
の
経
木
の
歴
史
を
た

ど
っ
て
み
る
と
、
信
州
で
は
大
鹿
村
が
一

番
古
く
か
ら
こ
の
経
木
の
製
造
を
し
て
い

た
と
い
う
の
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。」と

訊
か
れ
た
。初
耳
で
あ
る
。

　

「
僕
の
読
ん
だ
文
献
に
、
確
か
に
そ
う

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。」

　

そ
の
文
献
を
探
し
出
し
て
み
る
と
、
大

鹿
で
は
お
馴
染
み
の
故
中
村
寿
人
氏
談
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
話
が
載
っ
て
い
た
。

　

『
北
川
集
落
に
定
着
し
た
木
地
師
の
一
部

が
、
明
治
三
十
年
頃
か
ら
経
木
製
造
に
転

向
し
た
。
小
椋
そ
う
吉
と
い
う
人
が
、
小

渋
川
の
奥
で
経
木
を
製
造
し
て
い
た
の
は

明
治
四
十
年
頃
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
北

川
で
経
木
を
製
造
し
て
い
た
も
の
ら
し

い
。
手
近
に
材
料
と
な
る
木
が
な
く
な
る

と
移
動
し
、
小
日
影
、
寺
沢
、
栂
村
、
黒

田
な
ど
で
小
屋
掛
け
し
て
は
経
木
を
製
造

し
て
い
た
。』

　

こ
の
話
を
読
ん
で
、
以
前
釜
沢
の
古
老

か
ら
聞
い
た
話
を
思
い
出
し
た
。
普
段
は

人
気
の
な
い
向
か
い
の
山
か
ら
煙
が
上
が

る
の
を
見
る
と
、「
あ
あ
来
た
な
」
と
わ

か
る
。
そ
う
す
る
う
ち
に
何
日
か
経
つ

と
、
経
木
を
持
っ
て
集
落
ま
で
売
り
に
来

る
の
だ
そ
う
だ
。

　

ま
た
昔
唐
沢
に
住
ん
で
い
た
人
の
話
に

も
、
水
車（
く
る
ま
や
）を
動
力
源
に
し
て

経
木
を
作
っ
て
い
た
人
が
あ
っ
た
と
聞
い

た
。
そ
れ
も
昭
和
三
十
六
年
の
災
害
で
水

車
ご
と
流
さ
れ
て
、
そ
こ
で
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

昭
和
三
十
六
年
の
災
害
以
後
、
多
大
な

被
害
を
被
っ
た
北
川
集
落
は
全
戸
村
を
離

れ
、
今
で
は
木
地
師
た
ち
の
文
化
を
た
ど

る
こ
と
は
難
し
い
。
経
木
屋
に
つ
い
て
も

然
り
。

　

し
か
し
彼
ら
の
生
産
物
も
ま
た
、
村
の

自
給
を
支
え
る
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

こ
う
い
う
一
つ
一
つ
の
手
仕
事
が
村
人
の

生
活
を
支
え
、
村
全
体
の
自
給
力
を
高
め

る
要
素
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
村
に
は
、
豊
か
な
自
然
の
恵
み
を

利
用
し
、
自
然
と
共
存
す
る
、
高
度
な
山

国
の
文
化
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
な
の

で
あ
る
。

　

小
学
校
の
低
学
年
だ
っ
た
こ
ろ
、
母
が

お
弁
当
の
お
に
ぎ
り
を
経
木
に
包
ん
で
く

れ
た
の
を
思

い
出
し
た
。

そ
れ
が
高
学

年
く
ら
い
に

な
っ
た
頃
に

は
、
お
に
ぎ

り
を
包
む
物

は
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
や
サ
ラ

ン
ラ
ッ
プ
に

変
わ
っ
て
い
っ

た
。
適
度
に

吸
湿
し
、
ム
レ
て
べ
た
つ
く
こ
と
な
く
、

お
に
ぎ
り
を
美
味
し
く
保
っ
て
い
た
こ
の

優
れ
た
包
装
材
の
価
値
を
、
今
に
な
っ
て

再
認
識
し
て
い
る
。
細
々
で
は
あ
る
が
、

全
国
的
に
も
経
木
屋
さ
ん
は
健
在
の
よ
う

だ
。
例
の
肉
屋
の
知
人
の
話
に
よ
る
と
、

単
価
は
三
円
位
と
の
こ
と
。

　

こ
の
経
木
の
材
料
と
な
る
の
は
、
ア
カ

マ
ツ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
ト
ウ

ヒ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
な
ど
の
他
、
シ
ナ
ノ

キ
、
ド
ロ
ノ
キ
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
な
ど
。
中

で
も
サ
ワ
グ
ル
ミ
は
経
木
に
最
適
で
、
白

く
美
し
い
艶
と
粘
り
の
あ
る
経
木
が
で
き

た
そ
う
だ
。

　

ろ
く
べ
ん
館
の
前
の
ド
ロ
ノ
キ
も
秋
に

は
美
し
い
紅
葉
を
見
せ
て
く
れ
る
。
今
は

そ
れ
も
す
っ
か
り
落
葉
し
、
力
強
い
枝
を

天
に
伸
ば
し
て
い
る
。
そ
ん
な
樹
木
を
眺

め
な
が
ら
、
身
の
回
り
に
あ
る
も
の
を

使
っ
て
、
労
を
い
と
わ
ず
生
活
に
必
要
な

も
の
を
作
っ
て
き
た
村
人
の
技
術
と
知
恵

は
、
改
め
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
わ
ず

に
い
ら
れ
な
い
。
昔
の
人
は
え
ら
か
っ

た
、
と
た
め
息
を
つ
く
ば
か
り
で
あ
る
。

ろくべん館だより 

■人混みなどから帰宅した際には、手洗い、うがいを行いましょう。

■流行時期は、概ね1月から3月です。

■咳などの症状を有する方が医療機関を受診する際は、必ずマスクを着用しま

しょう。

■症状がでたら、カゼだと軽く考えず早めに医療機関で受診しましょう。

インフルエンザ等相談窓口
TEL.03-3200-6784
FAX.03-3200-5209

11/7
▼
3/31

『経木のはなし』Ｖｏｌ・４
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お
誕
生
お
め
で
と
う

加
治
屋　
 
空  
流  
風 

あ 

り 

ふ

（
マ
ジ
ド　

佐
利
比
ミ
ヤ
ン
ジ
）

 

文　
　

満

磯　

部　
 
可  
南  
美 
（
孝　

行
）

か 

な 

み

 

塩　
　

河

平
成
十
七
年
一
月

 

〜
十
二
月
ま
で

 

（
敬
称
略
）

菅　

�　

チ
エ
子　
　
　

歳
８９

 

上
市
場

藤　

岡　

利　

夫　
　
　

歳
８４

 

上
市
場

木　

間　

利　

子　
　
　

歳
８１

 

上
市
場

 
　

瀬　

く
み
子　
　
　

歳
８２

 

下
市
場
一

吉　

野　

茂　

樹　
　
　

歳
７９

 

下
市
場
二

増　

田　

清　

昭　
　
　

歳　
４６

 

下
市
場
二

増　

田　

ツ　

セ　
　
　

歳　
８４

 

下
市
場
二

吉　

川　
　
　

勉　
　
　

歳
８３

 

文　

満

森　

脇　
　
　

實　
　
　

歳　
７５

 

河　

合

宮　

下　

久　

子　
　
　

歳　
８６

 

塩　

河

木　

下　
　
　

一　
　
　

歳　
８０

 

西　

下　

平　

義　

信　
　
　

歳　
９３

 

塩　

原

 
　

生　

八
重
子　
　
　

歳　
８０

 

大　

栗

菅　

沼　

正　

照　
　
　

歳　
６６

 

大　

栗

小　

澤　

み
を
枝　
　
　

歳　
８８

 

大　

栗

前　

田　
　
　

豊　
　
　

歳　
７２

 

梨　

原

伊　

東　
　
　

護　
　
　

歳　
 

９２

 

沢　

井

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

末
永
く
お
幸
せ
に

三　

島　

淳　

司　

（
豊
丘
村
）

沢　

柳　

裕　

美　

（
飯
田
市
）

山　

�　

道　

夫　

（
沢　

戸
）

久
保
田　

美　

雪　

（
高
森
町
）

後　

藤　

慎　

治　
（
文
満
団
地
）

城　

下　

麻
美
子　

（
飯
田
市
）

���
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１月
　16日 三種混合予防接種 
　19日 チラシ・雑誌回収
　21日 車座集会 
　26日 廃プラスチック回収
　28日 びん類・ペットボトル回収 
　31日 その他プラスチック回収
　31日 ヘルス結果報告会
　下旬 埋立ごみ
２月
　1日 ヘルス結果報告会
　6日 三種混合予防接種
　7日 その他紙回収 
　9日 廃プラスチック回収
　14日 空缶・鉄類回収
　23日 廃プラスチック回収
　27日 三種混合予防接種
　下旬 福祉と健康の集い
３月
　9日 廃プラスチック回収
　上旬 大鹿歌舞伎教室発表会
　上旬 公民館クラブ発表会
　14日 空缶・鉄類回収 
　27日 三種混合予防接種 
　下旬 歩け歩け大会
　下旬 埋立ごみ 

元旦マラソン・元旦マラソン・
ウォーキング大会ウォーキング大会

出初式出初式

車座集会「知事と語ろう「知事と語ろう　信州の明日」信州の明日」（第48回）を開催いたします。
　開かれた県政の推進を目的に、知事と県民が

自由に語り合う　車座集会「知事と語ろう　信

州の明日」の第４８回目を大鹿村において開催い

たします。

　詳細は次のとおりです。

１　主　　催

　　長　野　県

２　日　　時

　　平成1８年１月２１日(土）

　　午後１時から３時まで

３　会　　場　　　　　　　　　　　

　　大鹿村交流センター　

　　　・所在地：

　　　　下伊那郡大鹿村大河原３９１－２

４　参集範囲

　　大鹿村、松川町、中川村にお住まいの方を

中心に、どなたでも参加できます。（当日

は手話通訳者を配置しております。）

５　そ の 他

　　参加の事前申込みは特に必要ありません。

　　駐車場に限りがあるため、車で来られる方

はなるべく乗り合わせてご参加ください。

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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������森　
　
　

ス
ミ
ヱ　
　
　

歳
８０

 

落　

合

前　

澤　
　
　

宣　
　
　

歳
８４

 

沢　

戸

笹　

木　

良　

代　
　
　

歳
８６

 

上
市
場

平成18年も健康であ

りますように。寒空の

下、たくさんの方が参

加しました。

去る1月6日、平成18

年大鹿村消防団出初式

が厳粛に挙行されまし

た。


